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本協議会で検討する具体的な情報処理機能の構成 
 処理概要 入力情報 出力情報 既存システムの事例 必要な機器等 

Ⓞ委託契約の

締結並びに

管理を効率

化する機能 

排出事業者と収集運搬業者、再資源化施設等の委託契約

の締結等を効率化する 

■排出事業者と収集運搬業者、再資源化施設等相互が入力、承認 

・廃掃法施行令 第６条の２ 第３項に示された事項 

（委託する産業廃棄物の種類及び数量、運搬の最終目的地など） 

－ ・電子文書や電子化文書 

・電子メールでの送受信 

・インターネットを使用した送

受信      などを想定 

現場からの廃棄物の回収要望を把握する 

①現場の位置や現場までの使用道路の幅員など現場の

基礎情報を登録する。 

②現場から情報管理センターへ廃棄物の回収依頼を行

う（廃棄物の種類、量（個数）、回収日時を連絡）。 

■現場が入力 

・現場の位置情報、使用道路など制約

条件 

・廃棄物の種類、量、荷姿 

・廃棄物の回収希望日時 

 物流管理システム 

動脈物流における配車システム 

①最適な回

収 計 画 を

立 案 す る

機能 

各現場の回収要望から最も効率的な回収ルートを立案

する 

①各現場の要望（廃棄物の種類、回収量、回収日時）を

もとに、最適な回収ルートを立案し、決定する（最適

な回収ルートを立案後、排出事業者などと回収日時を

調整し、最終的な回収ルートを決定）。 

■再資源化施設等の受入状況 

・廃棄物の受入の可否などを把握 

 

■回収拠点の受入状況 

・回収拠点の在庫状況などを把握 

 

■収集運搬車両の空き状況 

・収集運搬車両の空き状況などを把握

 

■回収日時の調整 

・回収ルート案に対する可否 

■情報管理センターが作成 

・搬出予定一覧（データベース） 

・回収計画案（回収ルート案の立案）

・回収計画書（回収ルートの立案） 

【Ａ】

配送計画支援システム 

・ＰＣ（サーバ・クライアント

システム） 

・ＡＳＰサーバ 

・ルート立案ソフトウェア 

建設副産物配送追跡ＧＰＳシステム 

配送計画支援システム 

無線を用いたＧＰＳ車両管理システム 

ＧＰＳタクシー配車システム 

収集運搬車両の「位置」「積載量」等を踏まえ、配車等

の運行管理を行う 

①立案した回収ルートから、その回収に適した回収車両

を配車する。 

②現場へ回収日時を連絡する。 

③運行している収集運搬車両の位置、積載量を把握し、

運行管理を行う。 

④ドライバーは運転している車両の状況（荷積み状況な

ど）を登録する。 

■情報管理センターが把握 

・回収計画書 

 

■ＧＰＳにより取得 

・収集運搬車両の位置情報 

 

■ＩＣタグやバーコードなどから情報を取得 

・収集運搬車両の積載量（廃棄物の回

収状況） 

■ドライバーが登録 

・荷積み状況など車両の状況 

■情報管理センターから収集運搬車両 

・運行指示書（回収日時の指示） 

■情報管理センターから現場など 

・回収日時の連絡 

■情報管理センターが把握 

・各収集運搬業者名 

・各収集運搬車両の現在位置 

・各収集運搬車両の状態 

・各収集運搬車両の現在積載量 

↓ 

・運行管理表 

ＡＳＰ貨物追跡システム 

建設副産物配送追跡ＧＰＳシステム 

ＧＰＳ車両管理システム 

②収集運搬

車 両 の 配

車 等 運 行

管 理 を 最

適 化 す る

機能 

緊急の現場からの回収要望に対応する（要望に応じ、配

車を行う） 

①現場から情報管理センターへ廃棄物の緊急の回収依

頼を行う（当日の回収依頼）。 

②運行している収集車両等の位置、積載量から、緊急の

回収要望に適した配車を行う。 

■現場から連絡 

・緊急の回収現場の位置情報 

・廃棄物の種類、量、荷姿 

・廃棄物の回収希望時間 

 

■情報管理センターが既に把握 

・回収計画書、運行管理表 

 

■回収日時の調整 

・ 回収ルート案に対する可否 

 

■再資源化施設等の受入状況 

・廃棄物の受入の可否などを把握 

 

■回収拠点の受入状況 

・回収拠点の在庫状況などを把握 

 

 

■情報管理センター 

・回収ルート案の立案 

・最適車両の選定 

 

 

■情報管理センターから収集運搬車両 

・回収ルートの変更指示】 

■情報管理センターから現場 

・回収日時の連絡 

ＧＰＳタクシー配車システム 

・ＧＰＳ受信機 

・無線機 

・ＰＣ 

・ＧＩＳソフトウェア 

・携帯電話 

・ＡＳＰサーバ 
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本協議会で検討する具体的な情報処理機能の構成（つづき） 
 処理概要 入力情報 出力情報 既存システムの事例 必要な機器等 

モバイル機能と連携した運用事例 

デジタルペンによる電子マニフェスト

の運用事例 

小規模営繕工事におけるカメラ付き携

帯電話を利用した遠隔操作の事例 

産業廃棄物追跡管理システム（ＧＰＳと

画像情報）と連携した電子マニフェスト

の運用事例 

２次元コードと連携した電子マニフェ

ストの事例 

③マニフェス

トの交付並

びに管理を

簡素化（効

率化）する

機能 

「電子マニフェスト」と連携を図り、マニフェストの「交

付」「管理」を効率化する。 

①排出事業者がＩＣタグやバーコードなどにマニフェ

スト情報（廃棄物の種類、数量など）を入力する。 

②上記情報を専用端末にて読み込む。 

③回収する廃棄物の荷姿を写真撮影。 

④専用端末で読みこんだマニフェスト情報、撮影したデ

ータを現場責任者へ送信（遠隔確認が可能）。 

⑤マニフェスト情報はＡＳＰを介し、情報処理センター

（電子マニフェスト登録）、排出事業者と再資源化施

設等の社内システムに登録。 

■ＩＣタグやバーコードなどに入力 

・マニフェスト情報（交付年月日、担

当者、廃棄物の種類・数量等、排出

事業者の情報、運搬業者や運搬先の

情報など） 

 

■専用端末で読み込み 

・上記マニフェスト情報 

 

■廃棄物の荷姿を写真撮影 

・廃棄物の荷姿の画像情報 

■排出事業者への登録、確認 

・社内システムへマニフェスト情報を

登録 

・廃棄物の荷姿、位置情報等により適

正処理を確認 

 

■再資源化施設等 

・社内システムへマニフェスト情報を

登録 

 

■情報処理センター（電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ） 

・マニフェスト情報を登録 １次元コードまたはＩＣタグと連携し

た電子マニフェストの運用事例 

・ＰＣ 

・ＩＣタグライタ及びリーダ 

   または 

・バーコードなどのライタ及びリーダ 

・ＧＰＳ送・受信機 

・カメラ付き携帯電話 

２次元コードと連携した電子マニフェ

ストの事例 

１次元コードまたはＩＣタグと連携し

た電子マニフェストの運用事例 

建設副産物配送追跡ＧＰＳシステム 

建設副産物集中管理システム 

医療廃棄物のＲＦＩＤタグ 

家電業界による動脈物流における電子

タグ実証実験 

ｅ路線出荷システム 

④廃棄物のト

レーサビリ

ティを確保

する機能 

現場から搬出された廃棄物の「位置情報」「処理状況」

を把握する。また、それら廃棄物の情報を、排出事業者

（搬出現場）等に提供する。 

①収集運搬車両に搭載したＧＰＳにより、廃棄物の位置

情報を把握する。 

②廃棄物の処理状況を把握する。 

③廃棄物の位置情報、処理状況等を排出事業者へ提供す

る（排出事業者が適正処理を確認する）。 

④廃棄物の積降作業等を写真撮影し、排出事業者に送信

することで、廃棄物の処理状況の把握が可能。 

 

■ＩＣタグやバーコードなどに入力 

・マニフェスト情報（交付年月日、担

当者、廃棄物の種類・数量等、排出

事業者の情報、運搬業者や運搬先の

情報など） 

 

■専用端末で読み込み 

・上記マニフェスト情報 

 

■廃棄物の荷姿を写真撮影 

・廃棄物の荷姿の画像情報 

 

■ＧＰＳにより取得 

・廃棄物（収集運搬車両）の位置情報

 

■情報管理センター 

・廃棄物の位置情報、処理状況を拠点

発着時系列で整理し、データベース

化 

 

■適正処理の確認 

・排出事業者、収集運搬業者、回収拠

点、再資源化施設等などが廃棄物の

処理状況を確認 

 

スマートプレート 

・ＧＰＳ受信機 

・無線機または携帯電話 

・ＰＣ（サーバ・クライアント

システム） 

・ＩＣタグライタ及びリーダ 

   または 

・バーコードなどのライタ及びリーダ 

・スマートプレート（ＩＣチッ

プ） 

・アンテナ（読み取り機） 

物流管理システム 

家電業界による動脈物流における電子

タグ実証実験 

ｅ倉庫内管理システム 

回収拠点において受入時の厳密な品目・品質及び数量の

チェックを行い、その情報を排出事業者（搬出現場）へ

フィードバックする（なお、廃棄物の在庫管理には、マ

ニフェスト情報を活用する）。 

①回収拠点に廃棄物を搬入する際に、廃棄物の搬出現場

名、廃棄物の種類、数量等をチェックする。また、そ

の際、廃棄物の品質（分別の状況）をチェックする。 

②回収拠点への廃棄物の搬入情報（入庫情報）ならびに

廃棄物の品質情報を排出事業者へフィードバックす

る。 

③回収拠点へ搬入した廃棄物の在庫管理を行う。 

■回収拠点で管理 

・マニフェスト情報 

・保管場所 

・保管期限 

・廃棄物の品質（分別の状況） 

■回収拠点で管理、その後排出事業者へ 

・在庫管理表（出入庫管理表）の更新

↓ 

・受入情報を排出事業者へ送信 

 

 

 

 

 

【Ｆ】

無線ハンディターミナル利用の入出庫

管理システム 

物流管理システム 

家電業界による動脈物流における電子

タグ実証実験 

ｅ倉庫内管理システム 

⑤廃棄物の品

質及び数量

を把握し、

チェックす

る機能 

回収拠点から搬出する廃棄物の搬出状況等を管理する。 

①回収拠点から再資源化施設等への廃棄物の搬出情報

を排出事業者へフィードバックする。 

■回収拠点で管理 

・在庫管理表（出入庫管理表） 

■回収拠点で管理、その後排出事業者へ 

・在庫管理表（出入庫管理表）の更新

↓ 

・搬出情報を排出事業者へ送信 

 

【Ｇ】 無線ハンディターミナル利用の入出庫

管理システム 

・ＰＣ（サーバ・クライアント

システム） 

・ハンディターミナル 

・無線ＬＡＮアクセスポイント 

 

 

 

 

 


